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項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6目標 R6結果

1 市民

年間利用者数の達成 １年間の来館者数
（単位：人）

35,485 36,157 41,204 38,000 42,395 直近２年の実績値を基に目標
値に設定した。 Ｂ：達成

2 市民

稼働率 年平均稼働率
（単位：％）

45 39 41 40 41 直近２年の実績値を基に目標
値に設定した。 Ｂ：達成

3 市民

事業満足度 アンケートの満足度
（単位：％）

96 97 96 90 96 R５年度の目標値と同じに設定
した。 Ａ：達成（優）

4 市民

ボランティア等の活用事業 活用事業数
（単位：件）

2 2 3 3 3 Ｒ５の実績値を目標値に設定し
た。 Ｂ：達成

5 財務

効率的な事業費 １人１回あたりの事業費
（単位：円）

167 166 131 149 102 直近２年の平均値を基に目標
値に設定した。 Ａ：達成（優）

6 業務

他機関、他団体との連携 連携件数
（単位：件）

10 15 13 11 18 今年度の連携予定事業数を目
標値に設定した。 Ａ：達成（優）

7 業務

事故発生の防止 事故件数
（単位：件）

1 1 0 0 0 事故０を目標値に設定した。

Ｂ：達成

8 人材

研修の実施及び参加 受講延人数
（単位：人）

17 48 31 31 31 伝達研修も含む
Ａ：達成（優）

9

10

０２５－２８５－２３７１公の施設目標管理シート　（直営）

目標 参考・補足

年度

視点
評価指標

施設名

施設の
設置目的

No. 評価

当初人員(人） R6.7.24

　市民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もって
住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進
に寄与する事を目的に設置する。

当初予算（千円）

R7.7.14

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市鳥屋野地区公民館 新潟市中央公民館

貸館、公民館主催事業

とやの地域学など

貸館、公民館主催事業 令和5年度にコロナが5類に移行して
以来、貸館・主催講座ともに利用
者が徐々に戻ってきている。

令和5年度にコロナが5類に移行して
以来、稼働率も徐々に戻ってきてい
る。

社会教育法の理念を踏まえ、それぞれの年代に応じた多様な学習機会を提供するとともに、市民の
学習活動を支援します。また、関連部局や関連団体との連携を図りながら、学習成果が地域に生か
される環境づくりや仕組みづくりを支援します。

・若者に公民館を知ってもらい、来てもらい、利用につなげるように、引き続き若者向け講座を開催する。
・事業予算が年々削減されている中で、講座の数や質を維持するために、コミ協をはじめとした地域の諸団体や企業等との連携を深める。
・職員が各種研修会に積極的に参加できるような職場の雰囲気づくりと協力体制の構築に努め、もって、施設利用者及び公民館講座受講
者の満足度向上を図る。

講師と入念な打合せを行うなど、参
加してよかったと思われるように心掛
けて講座を開催した。

企業との連携、県の助成事業や無
料の講師の活用等、経費削減に取
り組んだ。

各種主（共）催事業

地域コミュニティ活性化支援
事業など

当初の計画どおり、ボランティアを活
用した事業を実施することができた。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

親子の居場所など

対象は、貸館及び主催事業
を含む公民館利用者全て

伝達研修も含め、各種研修会に積
極的に参加して、職員の資質向上
に努めた。

公民館保険の対象となるような事
故は発生しなかった。

公民館職員研修など

図書館との連携を増やしたりや、新
たに企業との連携に取り組んだ。


